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重森三玲 庭園美術館（京都市左京区）

林昌寺「法林の庭」（泉南市）

東雲公園に移築される、重森
三玲氏による有吉邸庭園　吉
泉庭（大阪市阿倍野区）

東雲公園に
「デザイナーズ庭園」が誕生。

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
市
民
プ
ー
ル
が
、
今
年
も

次
の
と
お
り
開
場
し
ま
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
穴
師
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

営
業
を
休
止
し
ま
す
の
で
助
松
プ
ー

ル
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
場
期
間
　
７
月
１
日
㈰
〜
８
月
16

日
㈭
　（
７
月
１
日
〜
16
日
は
土
・

日
曜
、
祝
日
の
み
の
営
業
）

料
金
　
▽
大
人
５
０
０
円 

　
▽
小

人
（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
円

　
な
お
、
市
内
在
住
の
満
65
歳
以
上

の
人
、
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
は
無

料
で
す
。
無
料
入
場
券
を
希
望
す
る

人
は
、
印
鑑
と
本
人
の
年
齢
を
確
認

で
き
る
も
の
、
ま
た
は
交
付
を
受
け

た
手
帳
な
ど
を
環
境
課
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
（
以
前
に
交
付
を
受
け
た
無

料
入
場
券
を
お
持
ち
の
人
は
、
そ
の

ま
ま
ご
使
用
で
き
ま
す
）。

問
合
　
環
境
課
み
ど
り
推
進
係
（
市

役
所
２
階
21
番
窓
口
）

プ
ー
ル
開
き
！

東雲公園に
「デザイナーズ庭園」が誕生。

市
制
70
周
年

造
成
中
！
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開
催
！

７
月
16
日
ま
で
土
日
祝
、
以
降
８
月
16
日
ま
で
毎
日
営
業

　市制70周年記念庭園オープニングセレモニーを、次のとおり行います。
皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。
日時　６月９日㈯　午前10時～
場所　東雲公園（市役所正面玄関前）
内容　▷シンガーソングライター蜂谷清香氏コンサート　▷大阪芸術大
学演奏学科管弦打による演奏会　▷泉大津市茶華道連合会と小津・東陽
中茶道部によるお茶会（野点）　　問合　環境課（市役所２階21番窓口）

7月 1日㈰～7月16日㈷
※土・日・祝のみ
7月20日㈮

7月21日㈯～8月16日㈭

午前10時～午後６時

午後１時～午後６時
午前10時～午後６時

　助松公園プールの売店に出店する業者を募集します。
環境課設置の説明書を取りに来ていただき、お申し込
みください。
開場期間　▷７月１日㈰～ 16 日㈷の土・日曜日、祝
日　▷７月 20 日㈮～８月 16 日㈭の毎日　※開場日
は必ず出店すること
売店使用料　９万1,000円
説明書配付期間　６月５日㈫～14日㈭
申込期間　６月５日㈫～14日㈭
申込資格　調理師免許、または食品衛生責任者の資格
のある人
抽選日・場所　６月 18 日㈪　午前 10 時　市役所２
階202会議室
問合　環境課みどり推進係（市役所２階）   

■ 助松プール営業期間

助松プール売店出店業者　募集

営 業 日 時 間

　市制 70 周年を記念し、東雲公園内に庭園
を増設します。
　造園家、庭園デザイナーとして活躍する福
原成雄氏（大阪芸術大学環境デザイン学科教
授）による指導のもと、東雲公園に日本庭園
を作庭中です。
　また、東福寺方丈庭園、岸和田城八陣の庭
などの代表作がある重森三玲氏作庭の枯山水
鑑賞式庭園である吉泉庭を移築中です。

重森三玲 庭園美術館（京都市左京区） 東雲公園に移築される、重森
三玲氏による有吉邸庭園　吉
泉庭（大阪市阿倍野区）

林昌寺「法林の庭」（泉南市）

庭園を見ながらお茶のふるまいも楽しめます

月 日 土

日 時 と 場 所
東雲公園
市役所正面
玄関前  にて

写真はイメージです

10:00～

8

to the 
　FUTURE

各種イベントなどで、スタッフがオヅブルー
（ターコイズブルー）などのＴシャツを着て
PRします
（写真／職員によるＴシャツデザインチーム）

　  周年
記念Ｔシャツ
で泉大津をＰＲします！

きららカップ参加者募集！

開催！ヨット体験乗船会

各種イベントなどで、スタッフがオヅブルー
（ターコイズブルー）などのＴシャツを着て
PRします
（写真／職員によるＴシャツデザインチーム）

　Ｔシャツには本市 70 周年記念公式ロゴマーク
の２つがプリントされています。
　上 は、ロ ー マ 字 表 記 の「IZUMIOTSU」の
「IO」と「70」をかけたデザイン。
　左は、本市市域がかつて呼ばれていた「小津」
の時代から、70 周年を経てさらに未来へ飛躍して
いけるようにとの願いが込もったデザインです。

記念
ロゴマーク
について

　7 月の真夏の太陽の下、毎年海上イベントとして恒例と
なっているＥボート交流大会「きららカップ」を開催します。
　Ｅボートとは、エコロジー（環境）やエクスチェンジ（交流）
などの英語の頭文字から名付けられたもので、子どもから
高齢者までだれでも簡単に操作できるボートです。第 12
回Ｅボート交流大会の参加者を次のとおり募集します。
大会日時　7月16日㈷　午前9時～午後4時　
大会場所　なぎさ町きららタウン前海域
内容　▷午前…子どもの部（予選・決勝戦・表彰式）　▷午

後…大人の部（予選・決勝戦・表彰式）
　子どもの部・大人の部とも予選を 2 回行い、
2回のいずれかのベストタイム上位 4チームに
より決勝戦を行います。

コース　100ｍコースを折り返す往復200ｍ
募集チーム　子どもチーム（小学３年生以上）と大人チー
ムの２部門　
　１チームは 10 人で編成すること。子どもチームは子ど
も8人と、大人2人が鼓手・かじ取りとして同乗のこと。
申込　事務局（地域経済課商工会議所内）備え付け、また
は市のホームページからダウンロードした申し込み用紙を
地域経済課へ提出。なお、子ども、大人部門とも各20チー
ムになりしだい締め切り
締切　６月29日㈮
問合　地域経済課 E ボート交流大会事務局（☎ 51・7651
　薨 32・6000）　

　泉大津ヨットクラブの協力により、第 5 回
ヨット体験乗船会を次のとおり開催します。
日時　7月16日㈷（雨天・荒天の場合は中止）
出発時刻　▷午後1時（Ａ）　▷午後2時（Ｂ）
　いずれも定員40人
体験コース　泉大津マリーナ～泉大津大橋付
近～Eボート会場前～ 泉大津マリーナ
所要時間　約50分
対象　市内の小学生（4～ 6 年生）と保護
者（20歳以上）
募集人数　80 人（応募者多数の場合は抽
選）
集合　泉大津マリーナ（先端Ｆ桟橋前。参
加者には後日地図を送付）

※当日は運動しやすい服装に、帽子をかぶり、運動靴でお
越しください。サンダル、革靴の人は乗船できません
申込　往復はがきに①代表者住所　②電話番号　③乗船者
全員の氏名　④年齢（小学生は学年）を記入、〒595-0055
　なぎさ町 6 番 1 号　堺泉北港ポートサービスセンタービ
ル内　泉大津マリン㈱「ヨット体験乗船会」係へ。なお、
返信用にも住所・氏名をご記入ください。
　はがき1通につき4人までの応募とし、保護者1人につき、
子ども 3人まで乗船可能。ただしA・B（出発時刻）につい
ては抽選にて決定し、抽選結果は6月27日㈬に発送します。
締切　６月22日㈮　消印有効
問合　泉大津マリン㈱（☎ 22・5234）、または地域経済課
内泉大津港湾振興会（泉大津商工会議所会館２階　☎ 51・
7651）

　
市
制
70
周
年
を
記
念
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
市
職
員
や
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
、

70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
あ
し

ら
っ
た
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

７
の
つ
く
日
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
勤
務
日
！

　
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
中
、
70
周
年
に

ち
な
ん
で
、
７
の
つ
く
日
を
Ｔ
シ
ャ

ツ
勤
務
日
と
し
、
全
職
員
が
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
制
70
周
年

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

臨
海
部
・
き
ら
ら
タ
ウ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

７
月
16
日

７
月
16
日

第 12回
Ｅボート交流大会

泉大津の海を
クルージング！

▷記念庭園／市民プール開場／70周年記念Ｔシャツ／きららカ
ップ／ヨット体験乗船会



日本人の忘れ物「床の間」
もてなしの心「京菓子」

●
６
月
24
日
㈰
　「
日
本
人
の
忘
れ

も
の
〜
『
床
の
間
』
と
目
線
」
千
宗

守
氏
（
武
者
小
路
千
家
第
14
代
家
元
）

▽
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、
テ
ク
ス

ピ
ア
大
阪
（
１
時
か
ら
整
理
券
配
付
）

武
者
小
路
千
家
（
む

し
ゃ
こ
う
じ
せ
ん

け
）
は
、
初
祖
千
利

休
の
孫
、宗
旦（
そ
う
た
ん
）の
二
男
、

宗
守
（
そ
う
し
ゅ
）
を
流
祖
に
始
ま

り
、
茶
室
の
名
前
に
ち
な
ん
で
「
官

休
庵
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
三
千
家
の

一
つ
と
し
て
千
利
休
以
来
の
伝
統
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　
14
代
家
元
は
１
９
４
５
年
京
都
市

生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
卒
、
同
大

学
院
修
了
。
文
学
修
士
。
１
９
８
９

年
に
第
14
代
「
宗
守
」
を
襲
名
。
30

代
の
こ
ろ
か
ら
欧
米
の
大
学
の
招
き

や
、
政
府
派
遣
の
文
化
使
節
と
し
て

世
界
各
国
に
赴
き
、
茶
の
湯
を
披
露
。

１
９
９
４
年
に
は
ロ
ー
マ
法
皇
パ
ウ

ロ
Ⅱ
世
に
謁
見
し
、
茶
の
湯
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
大
手
前
大
学
、
東
京
藝
術
大
学
、

大
阪
音
楽
大
学
な
ど
の
客
員
教
授
。

京
都
府
文
化
功
労
賞
な
ど
を
受
賞
。

古
い
伝
統
や
古
式
に
だ
け
と
ら
わ
れ

ず
、
時
代
の
現
実
を
見
据
え
た
、
茶

の
湯
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
テ
レ
ビ
出
演
も
多
い
。

●
７
月
１
日
㈰
　「
和
の
文
化
を
楽

し
む
御
菓
子
」
山
口
富
蔵
氏
（
京
菓

子
司
「
末
富
」
第
３
代
主
人
）

▽
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、
テ
ク
ス

ピ
ア
大
阪
（
０
時
30
分
か
ら
お
茶
券

を
配
り
、
無
料
の
呈
茶
席
を
設
け
ま

す
。
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

協
力
＝
泉
大
津
市
茶
華
道
連
合
会

１
９
３
７
年
、
京
都

生
ま
れ
。
関
西
学
院

大
学
経
済
学
部
卒
。

東
京
・
銀
座
の
「
松
崎
煎
餅
」
で
１

年
修
行
し
た
後
、
父
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
て
、
１
９
７
０
年
「
第
３
代
」

を
継
承
。
茶
道
の
家
元
や
京
都
の
社

寺
仏
閣
に
菓
子
を
納
め
、
京
菓
子
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
趣
味
の
音
楽
な
ど
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
創
作
菓
子
に
も
挑
戦
、
日
本

を
代
表
す
る
菓
子
司
と
い
わ
れ
ま

す
。

　「
京
菓
子
は
お
い
し
い
、
き
れ
い
、

と
い
う
だ
け
の
世
界
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
色
や
形
に
京
の
景
色
を
見
立
て
、

季
節
感
を
楽
し
み
、
相
手
に
〝
も
て

な
し
の
心
〞
を
伝
え
る
情
緒
豊
か
な

道
具
な
の
で
す
」

　
同
志
社
大
学
、
京
都
造
形
芸
術
大

学
、
京
都
精
華
大
学
な
ど
の
非
常
勤

講
師
を
務
め
、
京
菓
子
を
通
じ
て
日

本
人
の
美
学
や
日
本
文
化
を
伝
え
て

い
ま
す
。

泉大津市文化フォーラム　カルチャー・スコール　第53、54回
写
真
／
千
宗
守
氏
の
お
点
前
風
景

日本人の忘れ物「床の間」
もてなしの心「京菓子」

６月後半から７月初めのカルチャー・スコールは武者小路千家の家元、続いて京菓
子司「末富」の主人をお迎えして講演会を開きます。無料。南海電鉄後援。
問合　秘書広報課（市役所４階）

作品募集！
平和メッセージ展
平和への願いを込めた
オリジナルのうちわを作ってみませんか？

　市では広く市民の皆さんに平和の尊さについて考えてい
ただく機会として、平和への思いを乗せたうちわを展示す
る「平和メッセージ展」を７月に開催します。
　ついては、この平和メッセージ展で展示するうちわ作品
を募集しています。
募集作品　「平和への願い」を絵などで表現したうちわ作
品。使用する画材、表現方法は自由
応募方法　人権市民協働課、公民館、図書館、勤労青少年
ホーム、織編館など公共施設に備え付けの応募用うちわに
絵を描き、前記の各施設へ提出（応募作品は、後日記念品
とともに返却。入賞作品は８月に開催する平和パネル展に
おいても展示）
締切　６月22日㈮

平和メッセージ展会期　７月 19 日㈭～ 23 日㈪　※いず
みおおつＣＩＴＹアルザ１階アトリウム（予定）にて土・
日曜日も開催。ご応募いただいた作品すべてを展示
問合　人権市民協働課（市役所１階２番窓口）

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
の

よ
う
す
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　市では、毛布・ニットなどの特産品を生産する「繊維のまち・
泉大津」を全国へ向け発信するため、衣服や繊維製品に関す
る内容をつづったエッセイを募集します。
　このエッセイ賞の「オリアム」とは、市の特産品である毛布・
ニット・毛織物などから連想される「織り」と「編む」に由
来しています。
　なお、入賞者には賞金が贈呈されるほか、選考委員による
文学フォーラムとともに表彰式を行う予定です。
募集期間　６月１日㈮～９月 28 日㈮　※郵送の場合は９月
26日㈬消印有効
募集作品　衣服や繊維製品にまつわる思い出や感動したこと
などに触れた作品
応募点数　１人２作品まで
審査　次の選考委員により決定
選考委員　有栖川有栖氏、木津川計氏、難波利三氏、眉村卓
氏（50 音順）　※審査に関するお問い合わせには応じかね
ますのでご了承ください
審査発表　平成25年１月中旬

賞・賞金　▷最優秀賞＝オリアム随筆 ( エッセイ ) 賞１作品
（賞金 50 万円）　▷優秀賞２作品（賞金５万円）　▷佳作３
作品（賞金３万円）
応募方法　「第１回泉大津市オリアム随筆（エッセイ）賞 応
募要領」に基づき、所定の「応募用紙」に必要事項を記入の
うえ、次の場所に持参または郵送するか、次のメールアドレ
スに送信
「応募用紙」「応募要領」設置場所（市のホームページからも
ダウンロード可）
▷〒595-0062　泉大津市田中町 10 番７号　泉大津商工会
議所会館２階　泉大津市総合政策部　地域経済課
▷〒595-8686　泉大津市東雲町９番12号（泉大津市役所）
泉大津市総合政策部　秘書広報課

平成23年度
フカキ夢・ひとづくり
海外派遣研修のご報告

向上心を持って応募した中学生から大学
生の 14 人の研修参加者は、平成 24 年
3月 18日から 25日の 8日間にわたり、
フィリピンのセブ島にある全寮制の語学
学校に滞在し、英語力を磨きました。

セブ島で
英語を学びました!

Maiko
MIYAMOTO

Natsuki
YAMANAMI

Honami
HORIUCHI

Nao
NAKAMURA

Takuya
KAWABE

Naoya
FUJIWARA

Chiaki
MASAKI

Mio
MURATA

Haru
KATAYAMA

際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
広
い
視
野
と
感
覚
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
市
で
は
「
深
喜
人
材
育
成

基
金
」
を
活
用
し
、
青
少
年
の
海
外

派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
の
研
修
校
で
あ
る
Ｍ
Ｄ
Ｌ

は
、
日
本
や
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
ア

ジ
ア
圏
の
学
生
に
、
第
二
の
言
語
と

し
て
英
語
を
教
え
る
語
学
セ
ン
タ
ー

で
す
。
全
寮
制
で
、
先
生
や
各
国
の

生
徒
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
24
時
間
、
す
べ
て
英
語
で
す
。

　
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス

ト
。
こ
の
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス

分
け
が
さ
れ
、
授
業
は
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
な
ど
一
日

約
６
時
間
に
及
び
ま
し
た
。
授
業
終

了
後
は
、
校
内
で
他
国
か
ら
の
研
修

生
ら
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実

し
た
研
修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
英
語

を
も
っ
と
勉
強
し
、
他
の
国
の
人
々

と
触
れ
合
い
た
い
」「
英
語
力
が
上

が
り
、
学
校
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

で
私
だ
け
満
点
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
研
修
生
に
よ
る
研
修
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

（プロフィルは研修参加当時）

（要池住宅）
井上　佳奈 (15)

（千原町）
岡坂　真奈 (20)

（北豊中町）
河邊　卓也 (19)

（池浦町）
寺田　朝美 (19)

（松之浜町）
中村　奈緒 (20)

（虫取町）
堀内　穂奈美 (17)

（我孫子）
宮本　舞子 (16)

（森町）
山並　夏生 (15)

（池浦町）
片山　陽 (16)

（末広町）
髙岡　愛 (15)

（末広町）
中井　裕介 (16)

（板原町）
藤原　直哉 (15)

（寿町）
正木　千愛 (16)

（豊中町）
邨田　美生 (16)

参加者一覧

国Kana
INOUE

Mana
OKASAKA

Asami
TERADA

Ai
TAKAOKA

Yusuke
NAKAI

創
設 繊維にまつわる作品を募集します

泉大津市独自の
文学賞が誕生！

　市では、毛布・ニットなどの特産品を生産する「繊維のまち・
泉大津」を全国へ向け発信するため、衣服や繊維製品に関す
る内容をつづったエッセイを募集します。
　このエッセイ賞の「オリアム」とは、市の特産品である毛布・
ニット・毛織物などから連想される「織り」と「編む」に由
来しています。
　なお、入賞者には賞金が贈呈されるほか、選考委員による
文学フォーラムとともに表彰式を行う予定です。
募集期間　６月１日㈮～９月 28 日㈮　※郵送の場合は９月
26日㈬消印有効
募集作品　衣服や繊維製品にまつわる思い出や感動したこと
などに触れた作品
応募点数　１人２作品まで
審査　次の選考委員により決定
選考委員　有栖川有栖氏、木津川計氏、難波利三氏、眉村卓
氏（50 音順）　※審査に関するお問い合わせには応じかね
ますのでご了承ください
審査発表　平成25年１月

賞・賞金　▷最優秀賞＝オリアム随筆 ( エッセイ ) 賞１作品
（賞金 50 万円）　▷優秀賞２作品（賞金５万円）　▷佳作３
作品（賞金３万円）
応募方法　「第１回泉大津市オリアム随筆（エッセイ）賞 応
募要領」に基づき、所定の「応募用紙」に必要事項を記入の
うえ、次の場所に持参または郵送するか、次のメールアドレ
スに送信
「応募用紙」「応募要領」設置場所（市のホームページからも
ダウンロード可）
▷〒595-0062　泉大津市田中町 10 番７号　泉大津商工会
議所会館２階　泉大津市総合政策部　地域経済課
▷〒595-8686　泉大津市東雲町９番12号（泉大津市役所）
泉大津市総合政策部　秘書広報課
メールアドレス
essay@city.izumiotsu.osaka.jp
問合　地域経済課（泉大津商工会議所
会館２階＝☎51・7651）、秘書広報課
（市役所４階）

セブ島で
英語を学びました!

平成23年度
フカキ夢・ひとづくり
海外派遣研修のご報告

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

向上心を持って応募した中学生から大学
生の 14 人の研修参加者は、平成 24 年
3月 18日から 25日の 8日間にわたり、
フィリピンのセブ島にある全寮制の語学
学校に滞在し、英語力を磨きました。
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平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

居
住
部
分
に
対
し
て
廊
下
の
拡
幅
や

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
額
の
う
ち
、
１
０
０
㎡
相
当
分
ま

で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に
限

り
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
居
住
部
分
に

65
歳
以
上
の
人
、
介
護
保
険
法
の

要
介
護
も
し
く
は
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
人
が
居
住
す
る

こ
と

▽
改
修
工
事
の
内
容
が
、
通
路
ま
た

は
出
入
り
口
の
拡
幅
、
階
段
の
勾

配
の
緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
便
所

の
改
良
、
手
す
り
の
取
り
付
け
、

床
の
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ
の

取
り
替
え
、
ま
た
は
床
表
面
の
滑

り
止
め
化
で
あ
る
こ
と 

▽
改
修
工
事
費
用
が
、
補
助
金
な
ど

を
除
き
、
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
居
住
者
の
要
件
を
確
認
で
き
る
書

類
▽
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
の
額
を
確
認
で

き
る
書
類

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
箇
所
の
工
事

前
後
の
写
真

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
、
ま
た
は
新
築
住

宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

の
適
用
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住

宅
は
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
を
有
す
る
住
宅
の

場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
居
住
部
分
の
床
面
積
（
１
戸

あ
た
り
最
大
１
０
０
㎡
）
の
割
合

に
相
当
す
る
固
定
資
産
税
額
が
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
居
住
部
分
に
対
し
て
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
う

ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分

ま
で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に

限
り
減
額
し
ま
す
。

要
件
　

▽
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事

の
う
ち
、①
を
含
む
改
修
工
事
を

行
い
、
改
修
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準

に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

　
①
窓
の
改
修
工
事

　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
④
外
壁
の
断
熱
改
修
工
事

▽
当
該
改
修
工
事
費
用
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
そ
の
住

宅
全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

を
証
す
る
書
類

▽
建
築
士
（
登
録
建
築
士
事
務
所
に

所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定
確

認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い
る
証

明
書

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

固
定
資
産
税

減
額
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

省
エ
ネ
改
修
工
事

バリアフリー改修・省エ
ネ改修・耐震改修・長期
優良住宅の新築など、一
定の工事を行った人は申
請をお願いします。
問合　税務課固定資産税
係（市役所１階７番窓口）

1
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税
の
減
額
措
置
ま
た
は
新
築
住
宅

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
は
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
１
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
18
年

１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

よ
う
な
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の

う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額
を
翌
年
度

か
ら
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
な
改

修
工
事
で
あ
る
こ
と

▽
改
修
工
事
費
用
が
１
戸
当
た
り
30

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

減
額
期
間
　
▽
平
成
21
年
12
月
31
日

ま
で
に
改
修
し
た
場
合…

３
年
度
分

▽
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
12
月
31
日
ま
で
に
改
修
し
た
場
合

…

２
年
度
分
　
▽
平
成
25
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

改
修
し
た
場
合…

１
年
度
分

申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
市
、
建
築
士
（
登
録
建
築
事
務
所

に
所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定

確
認
検
査
機
関
、
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
が
発
行
し
た
耐
震
基
準

適
合
証
明
書
、
あ
る
い
は
、
登
録

住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し
た

住
宅
性
能
評
価
書

　※

耐
震
等
級
に
係
る
評
価
が
等
級

１
、
等
級
２
ま
た
は
等
級
３
で

あ
る
も
の
に
限
る

　※

市
が
証
明
書
を
発
行
で
き
る
の

は
、
市
か
ら
泉
大
津
市
木
造
住

宅
耐
震
改
修
補
助
金
を
受
け
て

耐
震
改
修
を
行
っ
た
と
き
の

み
。
こ
の
場
合
、
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
で
証
明
書
を
発
行

▽
耐
震
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額

を
確
認
で
き
る
書
類

そ
の
他
注
意
事
項

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改

修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
、
建
物

全
体
で
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分
の
床
面

積（
１
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
そ
の
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産

税
額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
要

件
を
満
た
す
長
期
優
良
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
の
う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２

０
㎡
相
当
分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額

を
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
１

戸
建
て
以
外
の
賃
貸
住
宅
の
場
合

は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と

減
額
期
間

▽
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅…

新
築
後
７
年
間
　
▽
そ
れ
以
外

の
住
宅…

新
築
後
５
年
間

申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

新
築
し
た
年
の
翌
年
１
月
31
日
ま
で

に
申
告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
提
出

▽
長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
な
ど

の
写
し

そ
の
他
注
意
事
項

▽
新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
一
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　市内で工場や商店などを経営し、その
事業のために機械・装置、器具・備品な
どの事業用資産（償却資産）を所有して
いる人は、毎年１月１日現在の資産の状
況を市に申告しなければなりません。
　市では、市内事業所に対し、これらの
事業用資産の状況を確認させていただく
ため、調査を随時行っています。
　つきましては、税務課職員が事業所を
訪問し、帳簿書類（固定資産台帳、決算
書類および法人税（所得税）の申告書な
ど）を確認させていただく場合がありま
すので、その際にはご協力をお願いしま
す。
問合　税務課固定資産税係（市役所１階
７番窓口）

耐
震
改
修
工
事

長
期
優
良
住
宅
の
新
築

3

4

固定資産税（償却資産）
の実地調査を行っています

事業者の皆さん
ご協力をお願いします

13 広報いずみおおつ　平成24年6月号

▷固定資産税減額




